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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

インストラクターから丁寧に指導してもらい、広いゲレンデでのびのびとスキーを楽しみました。

1月22日（水）～24日（金）の３日間、１学年が蔵王スキー場で「スキー合宿」を行いました。記録的な暖冬の

影響で計画どおりの実施が危ぶまれたのですが、前日までに待ちに待った降雪があり、お陰で生徒たちは上質の

新雪を体感することができました。以下に、何人かの感想を紹介します。

・今回のスキー合宿は、思っていたよりもずっと楽しいものになった。最終日には、「まだ蔵王にいたいな…」という気持ちになるく

らい楽しい思い出がたくさんできた。また、スキーに対する私のイメージも変わった。以前は、転ぶと痛い、立つのが大変など、

マイナスのイメージを持っていたが、今ではたくさん滑るほど楽しい、というプラスのイメージの方が多くなった。

・スキーレッスンでは、こぶがあってガタガタしている所は滑るのが難しかったけど、インストラクターの先生の言うとおりに体重の

かけ方に注意して滑ったら、転ばずに滑れました。直滑降で滑る所やポールに沿って滑る所がとても楽しかったです。毎日、恒

例で、インストラクターさんがくれたハイチュウはとてもおいしかったです。ナイタースキーでは、霧がかかっていて視界が悪かっ

たけど、思ったより雪がガリガリしておらず、気持ちよく滑れました。

・ホテルの温泉で一日の疲れをしっかりとほぐせたので、とてもよかったです。ホテルの食事は、三日間とも、量が多くてびっくりし

ましたが、とてもおいしかったです。中でも、ハヤシライスは何杯でも食べられる気がしました。

・スキーをするのは一年ぶりで心配だった。でも、一日目ですぐに慣れて不安はなくなり、とても楽しめた。また、友達が転んでし

まった時には止まって助けてあげた。一人では難しく、もう一人にも手伝ってもらって、その子を助けた。その時、周りのみんなが

拍手して、転んだ友達も、「ありがとう」と言ってくれた。この一言がとても嬉しかった。

暖冬でどうなることかと心配していた「樹氷」も、ご覧のとおり、美しい姿を見ることができました。


